
市制100周年記念事業について代表
質問

質問　いよいよ開催の年を迎え、100年の節目という認識は浸透し
たものの、次の段階としてオール川崎として事業への参画や協力へ
意欲を駆り立てる取組みが求められる。具体的な方策についての見
解は？
総務企画局　主要駅等へのシティドレッシングや公式ウェブサイ
ト、ニュースレターによる情報発信など多様な広報媒体を活用しな
がら、積極的な広報を引き続き実
施していく。また市民や実行委員
会に参画していない企業・団体な
どの皆様の参加の仕組みである
「パートナー主催事業制度」につ
いて、市民団体などの集まりの場
で説明を実施するなど、周知や対
話を重ね、参加を促し、多くの方
に川崎の魅力を知ってもらう機
会としていく。
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2月13日から3月18日まで和6年川崎市議会第1回定例会が開催されました。自民党代表質問では、
令和6年度予算案について、市制100周年事業について、令和6年度能登半島地震の支援状況につい
て等、多岐に渡り質問致しました。各常任委員会での議論を経て、定例会最終日までに上程された議
案すべてが可決成立いたしました。代表質問について、一部抜粋してお届けいたします。

川崎市制
100周年記念事業
ウェブサイト

100周年メインビジュアル

川崎駅･東西自由通路

主要駅のシティドレッシング 広告媒体への掲出

登戸駅ペデストリアンデッキ 川崎アゼリアS4階段ボード

飛行日

時間帯

場　所

6月29日(土）

実行委員会
公式ウェブサイト

｢かわさき100フェス」の
チケットはこちらから

等々力緑地上空
※飛行時間帯や飛行場所の詳細は､
決定次第、実行委員会公式ウェブ
サイト等でお知らせします

ブルーインパルスが

「総合計画第3期実施計画」に掲げる施策

令和6年第2回定例会
5月31日から6月25日まで開催されます。

議会中継はこちらから▶

「かわさき飛躍祭」の
  空を展示飛行！

｢かわさき100フェス」開催時間中



質問　これまでの検証と令和6
年度予算における評価は?
市長　「再幸のまちかわさき」の
実現のために「必要な施策･事業
の着実な推進」と財政の健全化
による「持続可能な行財政基盤
の構築」の両立を図っている。減
債基金の借り入れについても、
効率的･効果的な事業執行など
により、収支フレームに対して
縮減を図ってきた。令和6年度
予算については、歳出の増加が
歳入の増加を上回ったが、「総合
計画第3期実施計画」を着実に推
進すると共に、「あたらしい川崎」
を生み出すための施策を推進で
きる予算になったと考える。
質問　僅か2年で37億円のずれが生じた収支フレームについて、
令和8年に収支不足の解消を見込んでいるが、どのように実現して
いくのか?
財政局　税収増に繋がる賃金の上昇が物価の上昇に追いついていな
い事などから収支不足が拡大している状況。今後の実質賃金を始め
とした、社会経済状況の動向を注視してく必要がある。今後も物価
の高騰、ふるさと納税による減収額の拡大など、厳しい財政環境が
見込まれるため、税源涵養、行財政改革に積極的に取り組むなど、
令和8年の収支均衡に向けて効率的な財政運営に努めていく。
質問　多くの自治体がこども･子育て支援策を盛り込んでいる。こ
ども施策について、国の動向と本市施策推進への影響は？
こども未来局　国の動向は、令和6年度の地方財政対策として（仮
称）こども･子育て支援事業債の創設などが示されている。「若い世
代の所得を増やす」「社会全体の構造・意識を変える」「全てのこども・
子育て世帯を切れ目なく支援する」の3つを基本利点としている。

令和6年度予算案について代表
質問

本市としても国の財源に係わる拡充内容を注視し、最大限活用を図
りながら、施策を推進していきたい。
質問　ふるさと納税について、市民への周知、国への働きかけは？
また流出を防ぐだけでなく、寄付や他自治体からのふるさと納税拡
大も必要だが、取組みは？ 
財政局　周知への取組みは、昨年11月に税務広報ポスターに印字
した二次元コードの活用や、「令和6年度川崎予算案について」にお
いて状況をお伝えするなど、改善を図りながら取り組んでいる。国
への要請活動は指定都市市長会、九都県市首脳会議など、減収の影
響が大きい都市と連携した要請活動を行っているが抜本的な制度改
善は進んでいないのが現状。要請活動は引き続き実施するが、稼げ
る返礼品の開発に向けて
全力で取り組む用紙長か
ら指示を受けている。寄
付受入額の拡大に向け
て、返礼品の充実やポー
タルサイトの拡充などの
取組みを進めていく。

質問　これまでの支援状況、他都市との連携状況は?
危機管理監　緊急消防援助隊やDMAT等の派遣の他、応急給水支
援、避難所運営支援など延べ2600人の職員を派遣した。派遣に当
たり、近隣の指定都市等と現地の状況について情報共有を図ってい
る。
質問　派遣職員の安全と健康をどのように確保しているのか?
危機管理監　ヘルメットや安全靴を用意した他、派遣職員との定時
にオンライン会議を開催し、活動状況を確認。比較的早めに復旧し
始めた志賀町にホテルを確保し、支援内容や派遣先の状況に応じて
安全確保に必要な対応を行っている。

質問　被災者の受入れ状況は?
危機管理監　2世帯3名の方に市営住宅を提供すると共に、令和6
年能登半島地震被災者支援等寄付金を活用し、エアコン、冷蔵庫等
の生活備品を用意するなどの支援を行っている。
質問　市内中小企業向け特別相談窓口と木造住宅の耐震無料相談会
の受付状況は?
危機管理監　「市内中小企業向け特別相談窓口」は中小企業等からの
資金繰りや経営に関する相談を受け付けるため、本市、市産業振興
財団及び市信用保証協会が連携して1月4日に開設した。2月19日
現在事業所の被災に関する度相談1件あり、国による
支援策の案内を行っ
た。今後も必要な支
援を実施していく。
まちづくり局　能登半島地震の発生後に、地震に対する不安を感じ

令和6年度能登半島地震の支援状況について代表
質問

一般会計　予算の規模

予算は大きく 3種類に分けてお金を管理しています

歳入の内訳

市税
国庫支出金
県支出金
市債
その他

3,854 億円
1,565 億円
423 億円
642 億円
2,228 億円

前年度比較で2年ぶりの増＋114億円
必要な施策の推進のため、減債基金（市
債償還のための基金）から157億円を借
り入れています（減債基金からの借入額
は、平成24年度から累計で804億円）

8,712 億円

一般会計 特別会計 企業会計
（約8,712億円） （約4,890億円） （約2,301億円）

福祉や教育など、基本
的な事業を管理する会計

国民健康保険や介護保
険など、一般会計と区別
した管理が必要な会計

上下水道や市立病院、市
バスなど、利用料金の収入
で運営している事業の会計

「総合計画第3期実施計画」に掲げる施策

こども子育て支援事業債（総務省HPより）

市税についての周知（税務広報ポスターより抜粋）

ふるさと納税の現状（「令和６年川崎市予算案について」より）

富山県氷見市での応急給水活動の様子 緊急消防援助隊による活動

能登半島地震に伴う市内中小企業等
向けの「特別相談窓口」について



りも市民一人ひとりが「自分事」として捉え、行動することが重要で
あるため、一の市民啓発や多様な主体との連携に取り組んでいきた
い。

質問　令和5年12月1日より開始したが、現在までの対応状況は?
消防局　現場の映像を送信してもらい、消防指令センターで確認で
きた件数は、運用開始から2月21日まで13件。高速道路上の交通
事故状況、負傷者の怪我の程度、火災現場の特定や煙の状況確認な
ど、有効に活用できている。
質問　対応できなかったケースがあるが、理由と今後の課題につい
て伺う。 
消防局　対応ができなかった理由は、本システムは119番を受信
する消防指令システムとは別の専用端末であり、当該時間帯に救急
要請等の通報が集中していたため、119番の受信を優先したことに
より、本システムを操作する通信員の確保ができなかったことによ
る。課題は、運用には複数の通信員が必要となり、効率的な運用が
重要であること。今後は活用状況やシステム更新の機会などを捉え、
機器の配置や運用等について検討していく。

消防Live映像システムについて代表
質問

る市民からの問い合わせが多く寄せられていることから、住まいの
「耐震診断」や「耐震改修」に関して相談できる会を開催。第1回相談
会には95組に説明、うち6組に建築士による相談を実施。3月18
日にも実施する予定（2月末時点。すでに終了しました）今後も耐震
化の推進に努めていく。

質問　キャッチアップ接種の期限が令和7年3月末と迫っていたが、
接種状況、周知の取組、寄せられた相談について伺う。
健康福祉局　接種状況は、令和4
年度の制度開始から令和5年12
月接種分までの合計で17,379件。
3回接種に6か月程度の期間が必
要となるため、キャッチアップ期
限中により多くの方が摂取でき
るよう、個別通知の発送を令和6
年は前倒しして4月中に送付する
予定。市のホームページ、SNS
も活用し周知を行っていく。相談
件数は副反応など5件受け付けて
いる。

質問　医療費適正化に取り組むにあたり、医療資源が有限である事
を市民と共に啓発する活
動が必要だと考えるが、
具体的施策は？ 
市長　増大する医療ニー
ズに対応するためには
「治す医療」から「治し、
支える医療」への転換、
さらには健康寿命の延伸
に向けた健康づくりや介
護予防の取組が重要とな
る。現在策定中の次期「か
わさき健康づくり･食育
プラン」及び「かわさきい
きいき長寿プラン」では、
健診や保健指導の実施、
活動･参加につながる社
会資源の開発に取り組む
こととしている。こうし
た施策の推進には、何よ

ＨＰＶワクチンについて代表
質問

医療費適正化について代表
質問

相談会のパンフレット（市HPより）

パンフレットのイベントは終了しておりますが、「木造住宅耐震診断士
派遣制度」もございますので、詳しくは市ＨＰよりご確認ください

HPVワクチン
パンフレットの
内容はこちらから HPVワクチンパンフレット

かわさきいきいき長寿プラン取組み概要

医療費の有効活用を企図した「医療費エコ活動」はかわさきSDGs特別賞を受賞（市HPより)

消防Live映像通信システム利用の流れ(市ＨＰより)

消防Live映像システムの利用方法を動画でご紹介しています



令和6年第1回川崎市議会定例会3月議会ご報告令和6年第1回川崎市議会定例会3月議会ご報告
　2月13日から3月18日までの35日間の会期で、
令和6年川崎市議会第1回定例会が開催されま
した。今議会では、予算議案などを含む議案92
件、報告1件が上程されました。代表質問では、
「令和6年度一般会計予算」、「令和6年度特別会
計予算」、「令和6年度企業会計予算」など39項
目、代表質疑では、追加された議案のうち、「就
労選択支援事業」や「プレミアムデジタル商品券
事業」についての内容、課題について質しまし
た。各常任委員会での議論を経て、定例会最終
日までに上程された議案すべてが可決成立しま
した。
　今年7月には、いよいよ市制100周年を迎え
ます。定例会の冒頭、市長から、この市制100周年という歴史的な節目に、
川崎の発展を支えてきた「多様性」の価値を改めて共有し、未来に向けた活
力ある「あたらしい川崎」を生み出していく新たなスタートラインとして、
市民、企業、団体等の皆様と手を携えながら、「多様で多彩なアクション」
を生み出していけるよう取り組んでいくとの発言がありました。100年前
は、関東大震災の発生直後で、まさにその復興の中で誕生した川崎市です。
この機会に、改めて多くの方に、川崎を「知って・関わって・好きになっ
ていただく」取組を行政とともに進め、100年後の未来に向けて、誰もが
笑顔で暮らすことのできる安心・安全のまちとなるよう更なる発展を目指
していく事こそが我々の使命と再認識し、次のあたらしい川崎の100年を
皆様と一緒につくり上げてまいります。

川崎市令和6年予算について川崎市令和6年予算について
　令和6年度の川崎市一般会計の総額は、8,712億円と前年度比で2年ぶりの
増、市税収入は3年連続の増で過去最大となり、過去2番目の規模となりました。

　予算編成の基本的な考え方としては、厳しい財政環境の中にあっても、
総合計画第3期実施計画に掲げる施策をより一層の効率的な手法を採りつ
つ効果的に推進する一方で、コロナ禍から市民生活・経済活動が正常化し
つつあるなか、さらに加速させる取組を進めるとともに、市制100周年の
節目として、未来に向けた活力ある「あたらしい川崎」を生み出すための施
策を推進するとしています。 
○生命を守り生き生きと暮らすことが
できるまちづくり
○子どもを安心して育てることのでき
るふるさとづくり
○市民生活を豊かにする環境づくり

○活力と魅力あふれる力強い都
市づくり
○誰もが生きがいを持てる市民
自治の地域づくり

新型コロナワクチンの特例臨時接種は新型コロナワクチンの特例臨時接種は
令和6年3月31日で終了します!令和6年3月31日で終了します!

　現在、全額公費負担で実施している新型コロナワクチンの特例臨時接種
は令和6年3月31日をもって終了し、令和6年度以降は新型コロナウイル
ス感染症を予防接種法のＢ類疾病に位置付けた上で、同法に基づく定期接
種（高齢者インフルエンザ予防接種などと同様）として実施することが厚生
労働省から示されています。これに伴い、接種にあたって本市で設置して
いる問合せ窓口の変更と、予約サイトの運用・接種券の発行・接種証明書
の一部交付が終了します。
【令和6年4月1日 ㈪ 以降のお問合せ先】
●川崎市予防接種コールセンター 
　電話：044-200-0144　ファックス： 044-200-1065
　対応時間：午前8時30分から午後5時15分まで（月曜日から金曜日※祝日、年末年始除く）
【受付内容】
・新型コロナワクチン接種に関する一般的なご相談（制度に関すること等）
・新型コロナワクチン接種後の副反応に関すること 　
・新型コロナワクチンの接種証明書に関すること
※川崎市予防接種コールセンターでは、新型コロナワクチ
ンの接種予約は行いません。
　4月以降の接種予約については、接種を実施する市内医
療機関に直接お問合せください。

プレミアムデジタル商品券が発行されます!プレミアムデジタル商品券が発行されます!
　エネルギー価格等の物価高騰等の影響を受けている市民の暮らしと企業
活動への影響を踏まえ、
消費の下支えを通じた地
域経済活性化及びデジタ
ル化推進を目的として、
民間事業者のキャッシュ
レス決済を活用し、市内
在住者を対象としたプレ
ミアム付きデジタル商品
券を発行します。

消防Live映像通信システムが始まりました!消防Live映像通信システムが始まりました!
　消防にLive映像を送信できる新しい通信システムが始まりました！
　通報者が撮影する災害現場の映像を指令員がリアルタイムに確認した
り、指令員から応急手当を実施いただくための映像を送信するなど、迅速
な現場活動に役立てるものです。
　119番通報の際、指令員が必要と判断したときに、
消防Live映像通信システムを利用した映像伝送の
ご協力をお願いすることがあります。

令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等
調査結果が発表されました調査結果が発表されました

　スポーツ庁が小・中学校、特別支援学校小・中学部の児童生徒を対象に
実施した、令和5年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査について、本
市の結果の概要が発表されました。
【調査結果から見える本市の現状と課題】 
　本市の児童生徒の体力・運動能力は、前回の結果と比較すると、小・中
学校男女のすべてで、体力合計点が全国平均値に届かず、差が広がりまし
た。また、運動やスポーツをすることが「好き・やや好き」と回答した割合
が全国平均より低くなっています。市は、児童生徒の体力向上を図るため、
運動の楽しさや喜びを味わうことのできる体育的活動等の工夫に加えて、
生活の中に運動（習慣）を取り入れ定着させるための取組を更に進めていく
ことが必要であるとしています。
【今後の取組について】 
　児童生徒が、運動することの大切さや運動の楽しさを実感し、自分の生
活スタイルの見直しなどの意識を高めるとともに、生涯にわたって豊かな
スポーツライフを実現する資質・能力を育成することができるよう、体育
学習の充実をはじめ、普段の生活や日常生活の中で運動に親しむ機会の確
保、学校行事や部活動、家庭との連携など、様々な場面を通して、できる
ことから児童生徒が運動に親しむ取組を推進するとしています。

上：青木功雄　議長
下：原　典之　団長

令和6年（2024年）4月11日

能登半島地震で被災されたみなさまに支援を能登半島地震で被災されたみなさまに支援を
　元旦に起きました令和6年能登半島地震に対しまして、お亡くなりにな
られた方々に、ご冥福をお祈り申し上げますと共に、被災された方々にお
見舞い申し上げます。未だ、家族の下に帰れない不明者や、避難所で大変
なご苦労の中で生活されていらっしゃる方々を慮ると、悲痛の念に堪えま
せん。全国より自衛隊、消防隊、警察隊が応援に行く中、本市でも消防局、
上下水道局、危機管理本部を始め、職員延べ2,913人（3月10日時点）を超
える全庁挙げての支援に加え、多くの市内企業・団体のご協力にも、心か
ら敬意を表しますと共に、1日でも早く復旧復興できます
事を切に願います。
　川崎市では、被災されたみなさまの支援のため寄付金を
受け付けています。
川崎市では、被災されたみなさまの支援のため寄付金を受け付けています。

発 行 総 額 48億円（発売額40億円･プレミアム分8億円）
発行セット数 80万セット
発 行 形 態 電子商品券

セット構成 1セット6,000円分の電子商品券を5,000円で販売（プレミアム率20%）
利 用 期 間 令和6年7月上旬～令和6年12月末（予定）
利用対象者 市内在住者（申込時点）

利用可能店舗 市内で営業する小売業、宿泊業、飲食店、生活関連サービス等の業種
購 入 限 度 対象者一人あたり最大10セット（予定）


